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     平成２６年度のごみ処理経費についてお知らせします 

 

千葉市では、環境省が策定した「一般廃棄物会計基準」に基づき、ごみ処理にかかっ

ている費用を算出しています。 

 平成２６年度のごみ処理経費について、千葉市のごみの分別種類ごとに、「収集運搬」、

「中間処理」、「最終処分」、「資源化」、「管理」のそれぞれの費用を取りまとめましたの

で、お知らせします。 

 なお、それぞれの費用には、人件費や委託業者への委託料、物品購入費用、設備（収

集車両や工場など）の減価償却費などが含まれています。 

 

収集運搬 

収集運搬とは、家庭から出る可燃ごみ、不燃ごみ、びん 

・缶・ペットボトルなどの資源物を、回収場所であるご 

みステーションから収集車で集め、清掃工場やリサイク 

ルセンターなどへ運ぶことをいいます。 

中間処理 

中間処理とは、収集した可燃ごみを清掃工場で焼却す 

ることや、不燃ごみ・粗大ごみをリサイクルセンター 

で破砕処理や圧縮処理を行い、埋め立てられるように 

することをいいます。 

最終処分 

最終処分とは、清掃工場で可燃ごみを焼却した後に出る 

灰や、リサイクルセンターで破砕処理や圧縮処理を行っ 

た不燃ごみ・粗大ごみなどを埋め立てることをいいます。 

資源化 

資源化とは、収集したビン・缶・ペットボトルなどの資 

源物をリサイクルするため、リサイクルセンターなどで 

選別したり、圧縮したりすることをいいます。 

管理 
管理とは、清掃工場やリサイクルセンターの運営やごみ処理に関する計画の策定

など、ごみ処理全体に関わる業務をいいます。 
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１ ごみ処理費用（単位：円／年）  

 ごみの種類ごとに、１年間に処理にかかる費用をそれぞれの部門別に取りまとめたものが下の表

です。ごみ処理全体で年間約１３８億３千３百万円の費用がかかっています。 

 

  

  
収集運搬 

部門費 

中間処理 

部門費 

最終処分 

部門費 
資源化部門費 管理部門費 費用合計 

可燃ごみ 1,639,137,000 6,123,266,005 917,938,542 0 1,041,555,437 9,721,896,985 

不燃ごみ 275,074,873 276,611,861 67,093,957 113,311,600 89,537,828 821,630,118 

粗大ごみ 867,009,764 128,684,480 34,717,610 58,581,291 152,505,545 1,241,498,689 

資源物（びん） 271,636,623 0 0 361,140,735 30,019,238 662,796,596 

資源物（缶） 483,452,519 0 0 334,027,310 37,139,533 854,619,362 

資源物（ペットボトル） 338,873,858 0 0 143,908,220 21,933,631 504,715,709 

有害ごみ 14,169,127 0 0 10,350,454 1,113,967 25,633,548 

合  計※ 3,889,353,764 6,528,562,345 1,019,750,109 1,021,319,610 1,373,805,180 13,832,791,008 

 

※資源物（古紙・布類）については、再資源化事業者による収集運搬・資源化を行っているため対象外です。 

※合計については、端数処理のため、一致しない場合があります。 

 

 

２ 取扱量（単位：ｔ／年） 

 ごみの種類ごとに、各部門で取り扱った量を示したものが下の表です。 

 平成２６年度の千葉市の「焼却ごみ量」は「250,531ｔ」ですが、ごみ処理経費の計算では、不燃ご

みや粗大ごみとして収集又は直接搬入されたもので焼却処分されたものは、不燃ごみ量や粗大ごみ量に

含まれるため、「中間処理投入量」の「可燃ごみ量 245,900ｔ」とは一致しません。 

 

   収集運搬量 中間処理投入量 最終処分投入量 資源化投入量 

可燃ごみ 165,187 245,900 18,878 ― 

不燃ごみ 6,797 7,839 1,380 1,075 

粗大ごみ 3,529 3,350 714 556 

資源物（びん） 7,076 ― ― 7,076 

資源物（缶） 2,866 ― ― 2,866 

資源物（ペットボトル） 3,013 ― ― 3,013 

有害ごみ 142 ― ― 142 

合  計 188,610 257,089 20,972 14,728 
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３ １ｋｇ当たりの原価 

 ごみの種類ごとに、１で示した各部門の「ごみ処理費用」を、２で示した「取扱量」で除したも

の（トンをキログラムに変換しているため、1,000 分の 1となっている）が下の表です。 

 

  
収集運搬部門原価 

（円／kg・収集運搬量） 

中間処理部門原価 

（円／kg・中間処理投入量） 

最終処分部門原価 

（円／kg・最終処分投入量） 

資源化部門原価 

（円／kg・資源化投入量） 

可燃ごみ 9.92 24.90 48.62 ― 

不燃ごみ 40.47 35.29 48.62 105.36 

粗大ごみ 245.68 38.41 48.62 105.36 

資源物（びん） 38.39 ― ― 51.04 

資源物（缶） 168.69 ― ― 116.55 

資源物（ペット

ボトル） 
112.47 ― ― 47.76 

有害ごみ 99.78 ― ― 72.89 

平 均 20.62 25.39 48.62 69.35 

 

  

 

４ 収集した資源物の売却や清掃工場での発電による電力売却による収入 

（資源物） 

資源物として収集したものを、新浜リサイクルセンターで中間処理したものを売却しています。

主に、びん・缶・ペットボトル・鉄くずを売却していますが、収集したものから資源となるもの 

を売却しているため、収集量とは一致しません。 

 

 ＜資源物等の売却収入＞ 

  売却量（トン） 平均単価（円/トン）※１ 売却金額（円） 

びん類 3,509 956 3,354,374 

アルミ缶 1,650 186,519 307,757,016 

鉄缶 1,216 31,681 38,523,553 

ペットボトル※２ 3,013 59,246 178,507,973 

鉄くず※３ 1,439 26,035 37,464,973 

その他資源物※４ 169 16,991 2,871,445 

合  計 10,996 ― 568,479,334 

 

※１：平均単価は、売却金額を売却量で除したものです。 

※２：ペットボトルは、容器包装リサイクル協会からの再商品化合理化拠出金、有償入札拠出金です。 

※３、※４：粗大ごみを破砕処理した後にでる鉄くずなどです。 
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（売電・熱供給） 

 新港清掃工場、北清掃工場でごみを焼却したときの熱（蒸気）により発電し、その電気や熱（蒸

気）を電力会社や清掃工場の周辺企業へ売却しています。 

 

 ＜売電等収入＞ 

  売却量 平均単価※ 金額（円） 

売電収入 47,936,550kWh 19.10 円/kWh 915,415,772 

熱供給収入 39,726,088MJ 1.18 円/MJ 46,894,364 

合  計 ― ― 962,310,136 

※平均単価は、売却金額を売却量で除したものです。 

ｋWh（キロワットアワー）:１時間当たりの発電電力量 

MJ（メガジュール）：1,000,000 ジュール = 熱量の単位 

 

 

 

５ その他 

 古紙・布類の資源化を推進するため、集団回収を行う町内自治会等の実施団体及び回収業者並び

にごみステーションでの分別収集を行う業者に補助金を支出しています。なお、回収経費の一部に

売却益を充てているため、市への収入はありません。 

※１：古紙回収庫搬入分はごみステーションでの分別収集に含まれます。 

※２：集団回収実施団体への補助金は、回収量 1kg 当たり 2円に、拠点回収の場合の月 500 円を加算し

た金額です。   

※３：回収業者への補助金は、回収経費から市場(売却)価格を差し引いて算出した品目別単価に資源化

量を乗じた金額です。 

 

 

 

 

 

 

    資源化量(トン) 
補助平均単価 

(円/ｋｇ) 
補助金額(円)※２※３ 

  古 紙※１ 
集団回収 14,504 6.2 89,275,357 

ごみステーションでの分別収集 17,189 7.1 122,472,426 

布 類 
集団回収 524 12.9 6,765,147 

ごみステーションでの分別収集 848 13.7 11,618,970 

合 計 
集団回収 15,028 6.4 96,040,504 

ごみステーションでの分別収集 18,037 7.4 134,091,396 


